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推進標語
「道路ふれあい月間」

「 

脈
々
と

繋
ぐ
道 

」

輝
く
生
命（
い
の
ち
）を

８ ３
676

【
は
じ
め
に
　
～
道
路
の
機
能

と
目
指
す
べ
き
社
会
像
～
】

《
１
．
道
路
の
機
能
》

（
１
）
人
・
地
域
を
つ
な
ぐ

　

道
路
は
、
人
や
地
域
を
相
互

に
つ
な
ぎ
、
人
・
モ
ノ
・
情
報

物
資
、
農
林
水
産
品
や
工
業
製

品
な
ど
の
モ
ノ
の
輸
送
を
支
え

る
。
さ
ら
に
、
道
路
に
敷
設
さ

れ
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
等
は
多
量

の
情
報
を
運
ぶ
。

　

災
害
時
に
お
い
て
は
、
救
急

救
命
、
救
援
物
資
の
運
搬
を
支

え
る
、
人
々
の
命
と
く
ら
し
を

守
る
生
命
線
と
し
て
の
役
割

も
担
っ
て
い
る
。
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
下
で
も
、
安
定
的
な
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
維
持
が
求
め

ら
れ
、
生
活
を
支
え
る
た
め
に

は
、
モ
ノ
と
情
報
の
流
れ
が
不

可
欠
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
人
・
モ
ノ
・
情
報
の

移
動
に
よ
り
、
地
域
・
ま
ち
が

つ
な
が
っ
て
、
国
民
生
活
や
経

済
活
動
が
営
ま
れ
る
。

　

平
時
・
災
害
時
を
問
わ
ず
安

定
し
た
人
・
モ
ノ
・
情
報
の
移

動
を
確
保
す
る
た
め
に
、
近
年

の
技
術
革
新
も
踏
ま
え
、
道
路

の
更
な
る
機
能
向
上
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

〇
旅
客
輸
送
（
人
）
の
自
動

車
分
担
率
１
：
約
77
％
（
う
ち

１
０
０
㎞
未
満
の
国
内
旅
客
輸

送
（
人
）
の
自
動
車
分
担
率
約

96
％
）

〇
貨
物
輸
送
（
ト
ン
）
の
自
動

車
分
担
率
２
：
約
86
％
（
う
ち

１
０
０
㎞
以
下
の
貨
物
輸
送

（
ト
ン
）
に
お
け
る
自
動
車
分

担
率
：
約
95
％
）

〇
品
目
別
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

分
担
率
２
：
野
菜
・
果
物
約
96

％
、
水
産
品
約
99
％
、
衣
服
・

身
の
回
り
品
約
99
％

（
２
）
地
域
・
ま
ち
を
創
る

　

道
路
は
、
地
域
・
ま
ち
の
骨

格
を
つ
く
り
、
環
境
・
最
観
を

形
成
し
、
日
々
の
暮
ら
し
や
経

済
活
動
等
を
支
え
る
環
境
を
創

出
す
る
。

　

地
域
・
ま
ち
の
中
の
人
・
モ

ノ
の
流
れ
を
整
流
化
し
、
人
々

が
滞
在
し
交
流
す
る
賑
わ
い
の

場
や
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
・
光

フ
ァ
イ
バ
ー
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
収
容
場
所
と
し
て
も
活
用

さ
れ
る
。
ま
た
、
災
害
時
に
お

い
て
は
、
避
難
場
所
と
し
て
の

役
割
も
担
う
。

　

か
つ
て
道
路
は
人
々
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
育
む
場
で

あ
っ
た
が
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
の
進
展
に
よ
り
そ
の
機
能

が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
空
間
の

利
活
用
の
ニ
ー
ズ
も
変
化
し
て

き
て
お
り
、
よ
り
一
層
魅
力
的

な
地
域
・
ま
ち
を
創
造
す
る
た

め
、
地
域
の
創
意
工
夫
で
道
路

を
柔
軟
に
利
活
用
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

○
ほ
こ
み
ち
（
歩
行
者
利
便
増

進
道
路
）
指
定
状
況
３
：
全
国

64
都
市
、
１
７
１
か
所
（
Ｒ
７

年
３
月
末
時
点
）

［
出
典
］

１
：
国
土
交
通
省
「
第
６
回
全

国
幹
線
旅
客
純
流
動
調
査
」

２
０
１
５
年

２
：
国
土
交
通
省
「
第
11
回

全
国
貨
物
純
流
動
調
査
」

２
０
２
１
年

３
：
国
土
交
通
省
道
路
局
調
べ

《
２
．
目
指
す
べ
き
社
会
像
》

　

道
路
が
持
つ
〝
人
・
地
域
を

つ
な
ぐ
〟
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し

て
の
機
能
と
〝
地
域
・
ま
ち
を

創
る
〟
空
間
と
し
て
の
機
能
を

最
大
限
活
か
し
、
国
民
の
く
ら

し
を
支
え
、
力
強
い
経
済
の
構

築
に
貢
献
す
る
必
要
が
あ
る
。

世
界
水
準
の
、
賢
く
安
全
で
持

続
可
能
な
国
土
の
基
盤
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
以
下
の
社

会
の
実
現
を
目
指
す
。

（
１
）
災
害
脆
弱
性
と
イ
ン
フ

ラ
老
朽
化
を
克
服
し
た
安
全
・

安
心
な
社
会

　

自
然
災
害
は
、
国
や
地
域
の

成
長
軌
道
を
一
瞬
に
し
て
破
壊

す
る
力
を
持
ち
、
日
本
が
持
続

的
な
成
長
を
目
指
す
上
で
の
最

大
の
課
題
で
あ
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。

　

近
年
の
災
害
の
激
甚
化
・
頻

発
化
を
踏
ま
え
て
、
災
害
時
に

リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
の
確
保
さ
れ

た
災
害
に
強
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
急
速

に
進
展
す
る
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化

を
克
服
し
、
良
好
な
イ
ン
フ
ラ

を
次
世
代
に
継
承
す
る
こ
と

で
、
誰
も
が
安
全
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
す
。

（
２
）
人
・
モ
ノ
・
情
報
が
行

き
交
う
こ
と
で
活
力
を
生
み
出

す
社
会

　

日
本
の
未
来
を
切
り
開
く
た

め
に
は
、
生
産
性
の
向
上
に
よ

る
経
済
成
長
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。
経
済
成
長
を
支
え
る
人

・
モ
ノ
・
情
報
の
移
動
を
安
全

で
円
滑
に
行
う
こ
と
が
出
来
る

よ
う
、
高
規
格
道
路
を
は
じ
め

と
す
る
国
土
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
拠
点
の
構
築
、
物
流

を
支
え
る
た
め
の
環
境
整
備
を

行
い
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両

面
か
ら
道
路
の
機
能
を
進
化
さ

せ
、
人
・
モ
ノ
・
情
報
が
国
土

全
体
を
行
き
交
う
活
力
あ
ふ
れ

る
社
会
を
目
指
す
。

（
３
）
時
代
の
潮
流
に
適
応
し

た
ス
マ
ー
ト
な
社
会

　

脱
炭
素
化
に
向
け
た
動
き
、

デ
ジ
タ
ル
化
や
デ
ー
タ
活
用
の

急
速
な
進
展
、
働
き
方
改
革
実

現
に
向
け
た
取
組
な
ど
、
世
界

全
体
の
経
済
構
造
や
競
争
環
境

が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化
し
つ

つ
あ
る
。
日
本
の
総
排
出
量
の

約
18
％
を
占
め
る
道
路
分
野
に

お
い
て
、
道
路
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
全
体
の
低
炭
素
化
、
渋
滞

な
ど
の
課
題
解
決
や
効
率
的
に

自
動
車
を
走
行
さ
せ
る
工
夫
、

道
路
交
通
の
グ
リ
ー
ン
化
支
援

な
ど
、
脱
炭
素
社
会
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
指
す
。
ま
た
、
自

動
運
転
の
普
及
・
促
進
に
向
け

た
支
援
や
革
新
的
な
技
術
を
活

用
し
た
次
世
代
の
Ｉ
Ｔ
Ｓ
、
デ

ジ
タ
ル
化
に
よ
る
道
路
管
理
や

行
政
手
続
き
の
省
力
化
・
効
率

化
を
推
進
し
、
新
た
な
価
値
を

創
造
す
る
ス
マ
ー
ト
な
社
会
の

実
現
を
目
指
す
。

（
４
）
持
続
可
能
で
賑
わ
い
の

あ
る
地
域
・
ま
ち
を
創
出
す
る

社
会

　

今
後
、
都
市
・
中
山
間
地
域

問
わ
ず
人
口
が
減
少
し
て
い
く

中
で
、
高
齢
者
、
子
供
、
障
が

い
者
を
含
む
全
て
の
人
の
生
活

・
生
業
が
持
続
可
能
で
、
か
つ

人
々
が
誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
せ

る
地
域
・
ま
ち
を
創
出
す
る
必

要
が
あ
る
。
環
状
道
路
等
の
幹

線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
進
展

に
よ
り
生
ま
れ
る
都
市
内
の
空

間
の
ゆ
と
り
を
有
効
に
活
用
す

る
こ
と
で
、
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ

の
工
夫
に
よ
り
、
安
全
・
安
心

で
良
好
な
環
境
や
景
観
等
を
備

え
た
、
持
続
可
能
で
活
力
と
賑

わ
い
の
あ
る
地
域
・
ま
ち
を
創

出
す
る
社
会
を
目
指
す
。

※
以
上
の
ほ
か
、
「
経
済
財

政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

２
０
２
５
」
（
令
和
７
年
６
月

13
日
閣
議
決
定
）
、
「
新
し
い

資
本
主
義
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
及
び
実
行
計
画
２
０
２
５
年

改
訂
版
」
（
令
和
７
年
６
月
13

日
閣
議
決
定
）
、
「
国
土
形
成

計
画
（
全
国
計
画
）
」
（
令
和

５
年
７
月
28
日
閣
議
決
定
）
、

「
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
」

（
令
和
５
年
７
月
28
日
閣
議
決

定
）
等
を
ふ
ま
え
、
道
路
施
策

を
推
進

〈
２
面
に
続
く
〉

令和８年度 道路関係予算概要令和８年度 道路関係予算概要
事業費　５兆７,６６８億円　　　　国費　２兆１,２６５億円

道路関係予算総括表

　

全
国
道
路
利
用
者
会
議
と
道

路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
全
国

協
議
会
は
、
去
る
２
月
20
日

（
金
）
、
東
京
都
千
代
田
区
の

「
都
道
府
県
会
館
」
に
お
い

て
、
『
令
和
８
年
度
道
路
関
係

予
算
概
要
説
明
会
』
を
共
催
に

よ
り
開
催
し
た
。

　

全
国
道
路
利
用
者
会
議
関
係

の
地
方
会
議
、
特
別
会
員
及
び

道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
全

国
協
議
会
関
係
者
等
約
１
８
０

名
が
参
加
し
た
。

　

説
明
会
の
冒
頭
、
片
山
象
三

道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
全

国
協
議
会
会
長
（
兵
庫
県
西
脇

市
長
）
が
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

続
い
て
、
国
土
交
通
省
道
路

局
の
高
藤
喜
史
総
務
課
長
、
松

本
健
企
画
課
長
、
水
野
宏
治
環

境
安
全
・
防
災
課
長
よ
り
「
令

和
８
年
度
道
路
関
係
予
算
概

要
」
に
つ
い
て
の
説
明
を
い
た

だ
い
た
。
説
明
終
了
後
に
は
質

疑
応
答
や
意
見
交
換
が
行
わ
れ

た
。

令
和
８
年
度
道
路
関
係
予
算
概
要
説
明
会

令
和
８
年
度
道
路
関
係
予
算
概
要
説
明
会

の
移
動
を
支
援
す
る
。

　

通
勤
、
通
学
、
買
い
物
等
の

日
常
生
活
の
移
動
や
、
レ
ジ
ャ

ー
や
観
光
な
ど
広
域
的
な
人
の

移
動
を
支
え
る
。
ま
た
、
食

料
品
や
日
用
品
な
ど
の
生
活

　

国
土
交
通
省
は
、
２
月
18
日
に
令
和
８
年
度
国
土
交
通
省
予
算
概
要
を
発
表
し
た
。
道
路
関
係

予
算
は
、
事
業
費
５
兆
７
，
６
６
８
億
円
（
対
前
年
度
比
１
・
13
、
国
費
２
兆
１
，
２
６
５
億
円

（
対
前
年
度
比
１
・
00
）
と
な
っ
て
い
る
。

（単位 ： 百万円）

区分

令和8年度 (A) 前年度 (B) 倍率 (A)/(B)

備考

事業費 国費 事業費 国費 事業費 国費

直 轄 事 業 1,602,166 1,602,166 1,595,913 1,595,913 1.00 1.00 
１． 直轄事業の国費には、 地方公共団体の直轄事業負担金 （2,908

億円） を含む。
２． 有料道路事業等の事業費には、 各高速道路株式会社の建設利息

を含む。
３． 有料道路事業等の計数には、 高速道路自動車駐車場整備事業貴

補助、 高速道路連結部整備事業貴補助、 特定連絡道路工事資金
貸付金、 連続立体交差 事業資金貸付金、 電線敷設工事資金貸
付金、 自動運行補助施設等設置工事 資金貸付金を含む。

４． 本表のほか、 令和8年度予算において防災•安全交付金 （国費
8,529憶円 ［対前 年度比1.01］ ） 、 社会資本整備総合交付金
（国費4,597億円 ［対前年度比0.94］ ） があり、 地方の要望に応

じて道路整備に充てることができる。
５． 本表のほか、 東日本大震災からの復旧 ・ 復興対策事業として令

和8年度予算において社会資本整備総合交付金 （国贄13億円
［対前年度比0.05］ ） があり、 地方の要望に応じて道路整備に充

てることができる。
６． 本表のほか、 直轄道路 （権限代行区間を含む） に係る災害復旧

事業費 （国費36億円） 等がある。
７． 本表のほか、 行政部費 （国費7億円） 及びデジタル庁一括計上分

（国費11億円） がある。

（参考）
前年度 （令和7年度） における社会資本整備総合交付金 （道路関
係） の交付決定状況 （令和7年12月末時点） について 
　 ・ 防災•安全交付金　国費3,037億円 
　 ・ 社会資本整備総合交付金　国費1,252億円

改 築 そ の 他 1,010,921 1,010,921 1,021,740 1,021,740 0.99 0.99 

維 持 修 繕 476,770 476,770 463,352 463,352 1.03 1.03 

諸 費 等 114,475 114,475 110,821 110,821 1.03 1.03 

補 助 事 業 882,125 512,325 879,803 510,988 1.00 1.00 

高規格道路、 IC等アクセス道路その他 459,504 254,590 463,409 255,874 0.99 0.99 

道路メンテナ ンス事業 401,558 231,214 396,372 228,204 1.01 1.01 

除 雪 21,063 14,042 20,022 13,348 1.05 1.05 

補 助 率 差 額 ― 12,479 ― 13,562 ― 0.92 

有 料 道 路 事 業 等 3,282,488 11,984 2,630,398 11,984 1.25 1.00 

合 　 　 計 5,766,779 2,126,475 5,106,114 2,118,885 1.13 1.00 


